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2022（令和4）年（案） 2019（令和元）年 変更理由

Ⅰ　世帯の状況

（変更）
質問3

質問3の【建て方】は、【住居の種類】で
「1 持ち家」～「4 都市再生機構・公社
等の公営賃貸住宅」と回答した者のみ
が回答する項目だが、2019（令和元）
年調査で、【住居の種類】の回答が「5
借間・その他」と回答した者でも、【建て
方】に回答してしまった者が多かったこ
とから、より正確な記入を促すため、選
択肢1～4の左側にもカッコを追加して
両側を囲うように変更し、【住居の種
類】と【建て方】の間の矢印の上に下線
部の脚注を追加する。

Ⅱ　世帯員の状況

（変更）
質問4

元号が新設されたため。

※2020（令和２）年簡易調査で変更済
み。

（削除）
旧質問8

※旧質問８の削除に伴い、以降、質問番号繰り上げ

乳幼児の保育状況は、少子社会にお
ける保育対策の基礎資料を得ることを
目的として、平成10年調査から把握し
てきたが、

・母が仕事をしている場合「認可保育
所」が最も多く、母が仕事をしていない
場合「父母」が最も多く、次いで 「幼稚
園」が多いという傾向は把握できたこと

・待機児童数については、「保育所等
関連状況取りまとめ」（子ども家庭局）
により把握しており、保育の受け皿の
拡充等が進められ待機児童は減少傾
向にあること

以上のことから、保育対策の基礎資料
を得るという役割を終えたため削除す
ることとする。

2022（令和4）年国民生活基礎調査【世帯票】　新旧対照表（案）
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2022（令和4）年（案） 2019（令和元）年 変更理由

2022（令和4）年国民生活基礎調査【世帯票】　新旧対照表（案）

（変更）
補問8-3 旧補問9-3

補問8-3は、質問8で手助けや見守りを
「1 必要としている」と回答した者のみ
が回答する項目だが、2019（令和元）
年調査で、旧質問9を「2 必要としてい
ない」と回答した者でも、年齢が40歳以
上の場合、旧補問9-3に回答してし
まった者が多かったことから、より正確
な記入を促すため、下線部の脚注を追
加する。

（変更）
補問8-4の前のオレンジ色の帯

※実際は横に１行の帯。

旧補問9-4の前のオレンジ色の帯

※実際は横に１行の帯。

従来の「どなたかお答えください。」で
は、「誰か」をストレートに聞いているよ
うな印象を受けるが、当該オレンジ色
の帯は、補問8-4～8-7（8-7は新設、
後述）にかかるものであり、「主に手助
けや見守りをしている方」について、
「同別居の状況」「続柄」「性」「年齢階
級」について聞いていることから、用語
の適正化のため、下線部を変更する。
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2022（令和4）年（案） 2019（令和元）年 変更理由

2022（令和4）年国民生活基礎調査【世帯票】　新旧対照表（案）

（変更）
補問8-4 旧補問9-4

・補問8-4で「1 同居している」と回答し
た場合、世帯員番号を記入すること
で、主に手助けや見守りをしている者
の属性は分かるため、補問8-5以降は
「2 同居していない」と回答した者のみ
が記入することとする。

・質問の分岐がしやすいように、選択
肢の配置を左右から上下に変更する。

・「1 同居している」場合、質問9に進む
ことを促すため、右向きの矢印と「裏面
の質問9へ。」を追加する。

・「2 同居していない」場合、補問8-5に
進むことを促すため、下向きの矢印を
追加する。

（変更）
補問8-5 旧補問9-5

・補問8-5は補問8-4で「2 同居してい
ない」と回答した者のみが回答する項
目であることが分かるよう、オレンジ色
の脚注を追加する。

・補問8-5で「6 事業者（ホームヘル
パー等）」「7 その他（ボランティア・近
所の人など）」と回答した場合、その者
の属性は把握する必要がないため、補
問8-6以降は「1 配偶者」～「5 その他
の親族」と回答した者のみが記入する
こととする。

・質問の分岐がしやすいように、選択
肢「5 その他の親族」を左の列に変更
する。

・「6 事業者（ホームヘルパー等）」「7
その他（ボランティア・近所の人など）」
の場合、質問9に進むことを促すため、
右向きの矢印と「裏面の質問9へ。」を
追加する。

・「1 配偶者」～「5 その他の親族」の場
合、補問8-6に進むことを促すため、下
向きの矢印を追加する。
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2022（令和4）年（案） 2019（令和元）年 変更理由

2022（令和4）年国民生活基礎調査【世帯票】　新旧対照表（案）

（変更）
補問8-6 旧補問9-6

補問8-6は補問8-5で「1 配偶者」～「5
その他の親族」と回答した者のみが回
答する項目であることが分かるよう、オ
レンジ色の脚注を追加する。

（新規追加）
補問8-7

主に手助けや見守りをしている者は、
手助けや見守りを必要としている者が
40歳以上で介護保険法上の要支援・
要介護認定を受けている場合、介護票
では「主な介護者」として集計し、分析
を行っている。

同居の主な介護者については、従来
から補問8-4（旧補問9-4）に世帯員番
号を記入してもらうことにより年齢を把
握しており、同居の主な介護者と要介
護者等の組合せを年齢階級別にみる
と、いずれも65歳以上の割合が上昇傾
向にあるということは把握している。

一方、核家族化が進み、主な介護者と
要介護者等の同居の割合は減少して
おり、同居の場合だけでなく、同居して
いない場合の主な介護者との関係に
ついても分析する必要がある。

同居していない場合、主な介護者の情
報を細かく把握することは難しいが、性
に続く情報として、年齢（10歳階級）で
あれば回答可能であると考えられるた
め、補問8-7として年齢階級の質問を
新規で追加する。
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2022（令和4）年（案） 2019（令和元）年 変更理由

2022（令和4）年国民生活基礎調査【世帯票】　新旧対照表（案）

（変更）
質問10 旧質問11

各号の被保険者の例をよりわかりやす
い表現に変更。

※2021（令和３）年簡易調査で変更済
み。

（変更）
質問13 旧質問14

調査日の更新に伴う変更。

（変更）
質問14 旧質問15

元号が新設されたため。
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2022（令和4）年（案） 2019(令和元)年 変更理由

（変更）

元号が新設されたため。

（削除）

質問8 健康食品を利用している消費者の実態把握のた
め、令和元年に追加したが実態が把握できたこと
から、報告者負担軽減の観点から、削除。

（新規）

「公的統計の整備に関する基本的な計画」（令和２
年６月２日閣議決定）において障害者統計の充実
が求められていることを受けて、国際的に広く利用
されているワシントングループの設問を新規追加。
なお、インクルーシブ雇用議連において、本調査
はワシントン・グループの考えに沿って進めることと
されているところ。

2022（令和4）年国民生活基礎調査【健康票】　新旧対照表（案）

質問1　あなたの性・出生年月を記入してください。性・元号は、あてはまる番号

　 １つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。

性 出　生　年　月

大正 5 新元号

3 昭和

1 男 1 明治 4 平成

年 月2 女 2

質問1　あなたの性・出生年月を記入してください。性・元号は、あてはまる番号

　 １つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。

性 出　生　年　月

1 男 1 明治 4 平成

年 月2 女 2 大正 5 令和

3 昭和

質問8　 あなたは現在、サプリメントのような健康食品（健康の維持・増進に役立つと

いわれる成分を含む、錠剤、カプセル、粉末状、液状などに加工された食品）を

食べたり、飲んだりしていますか。

1 はい 2 いいえ
※「サプリメントのような健康食品」に含まれるもの、
  含まれないものの例については、「記入のしかた」の
  35～36ページをご参照ください。

質問8 　次の(ｱ)から(ｶ)の質問について、日常生活で苦労していることについて、

 　 　 ６つの項目それぞれのあてはまる番号１つに○をつけてください。

(ｱ) 1 2 3 4

(ｲ) 1 2 3 4

(ｳ) 1 2 3 4

(ｴ) 1 2 3 4

(ｵ) 1 2 3 4

(ｶ) 1 2 3 4
入浴や衣服の着脱のような身の回りのことをするの
が難しいといった苦労はありますか。

眼鏡を使用しても、見えにくいといった苦労はあり
ますか。

補聴器を使用しても、聴き取りにくいといった苦労
はありますか。

歩行や階段の上り下りがしにくいといった苦労はあ
りますか。

通常の言語をつかってのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（たとえば、人の
話を理解したり、人に話を理解させることなど）が
難しいといった苦労はありますか。

思い出したり集中したりするのが難しいといった苦
労はありますか。

苦労はあ
りません

多少苦労
します

とても苦
労します

全く出来
ません
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2022（令和4）年（案） 2019(令和元)年 変更理由

（変更）

2019年は新元号が把握できていなかったことか
ら、西暦のみとしていたため、2022年調査は元号と
西暦を並記。

（削除）

質問6 別居の主な介護者の項目の充実のため、報告者
負担軽減の観点から削除。

2022(令和４）年国民生活基礎調査【介護票】　新旧対照表（案）

質問3 　調査日現在の要介護度の状況と１年前の要介護度の状況をお答えください。

　あてはまる番号１つに○をつけてください。

        ※　介護保険被保険者証等を参考に記入してください。

　現　在（2019年６月）

1  要支援１ 2  要支援２ 3 要介護１ 4 要介護２ 5 要介護３ 6 要介護４ 7  要介護５

　１年前（2018(平成30)年６月）

01  要支援１ 02  要支援２ 03 要介護１ 04 要介護２ 05 要介護３ 06 要介護４ 07  要介護５

08  自立と認定された 09 認定を申請中であった 10 認定を申請していなかった

質問3 調査日現在の要介護度の状況と１年前の要介護度の状況をお答えください。

あてはまる番号１つに○をつけてください。

    ※　介護保険被保険者証等を参考に記入してください。

　現　在（2022(令和4)年６月）

1  要支援１ 2  要支援２ 3 要介護１ 4 要介護２ 5 要介護３ 6 要介護４ 7  要介護５

　１年前（2021(令和3)年６月）

01  要支援１ 02  要支援２ 03 要介護１ 04 要介護２ 05 要介護３ 06 要介護４ 07  要介護５

08  自立と認定された 09 認定を申請中であった 10 認定を申請していなかった

質問6 その他の介護者（主に介護をしている方以外で介護をしている方）がいる場合は人数を記入し、その状況を

  お答えください。

ただし、事業者（ホームヘルパー等）は除きます。

（1）人　数 その他の介護者
人

このうち介護をしている時間が最も長い方について、以下の(2)～(6)にお答えください。

それぞれあてはまる番号１つに○をつけてください。

1 同居している 2  同居していない

（3）性 1 男 2 女

1  19歳以下 2  20～29歳 3  30～39歳 4  40～49歳

5  50～59歳 6  60～69歳 7  70～79歳 8  80歳以上

1  配偶者 2  子 3  子の配偶者 4  父母 5  その他の親族 6  その他

（6）介護頻度 1  ほぼ毎日 2  週２～４日 3  週に１日 4  月に１～３日

（2）同別居の
  　 状況

（5）介護が必要な

　　  方(本人)から

　  　みた続柄

（4）年　齢
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2022（令和４）年（案） 2019（令和元）年 変更理由
（変更）
（質問１）

（変更）
（質問１）

改元に伴い元号を追加する。

（変更）
（質問２）

（変更）
（質問２） 調査対象年次を更新する。

（変更）
（質問３）

（変更）
（質問３）

2022（令和４）年国民生活基礎調査【所得票】　新旧対照表（案）

調査対象年次を更新する。
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2022（令和４）年（案） 2019（令和元）年 変更理由

2022（令和４）年国民生活基礎調査【所得票】　新旧対照表（案）

（変更）
（質問４）

（変更）
（質問４）

（変更）
（質問５）

（変更）
（質問５）

（変更）
（質問６）

（変更）
（質問６）

・調査対象年次を更新する。

調査対象年次を更新する。

調査対象年次を更新する。

9



2022（令和４）年（案） 2019（令和元）年 変更理由

2022（令和４）年国民生活基礎調査【所得票】　新旧対照表（案）

（変更）
（質問７）

（変更）
（質問７）

（変更）
（質問８）

（変更）
（質問８）

・調査対象年次を更新する。

・調査対象年次を更新する。
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2022（令和４）年（案） 2019（令和元）年 変更理由
（変更）
（質問１）

（変更）
（質問１）

・対象年次を更新する。

（変更）
（質問２）

（変更）
（質問２）

対象年次を更新する。

（変更）
（質問３）

（変更）
（質問３）

対象年次を更新する。

2022（令和４）年国民生活基礎調査【貯蓄票】　新旧対照表（案）
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